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日本のワッ クス 業界に君臨する 日本精蝋株式会

社。1927年の創業以来、約一世紀に わたり 培っ

てき た 技術と 知見は、同社の揺る ぎな い基盤と

なっ て いる 。多様な 産業の縁の下の力持ち と し

て、高品質ワッ ク スの開発· 製造に邁進し てき た

同社が、今、カ ーボンニュ ート ラ ル時代の到来を

見据え、新たな 挑戦を 始めている 。

「 ワッ ク ス と は、2 0から 4 0 個の炭素原子を 含

む炭化水素分子の混合物から なる 複合体で、室

温で 固体を 呈する 物質です」今野社長はこ う 語

り 、その用途の多様性を 強調する 。保湿性、保温

性、撥水性、電気絶縁性と いっ た特性を 有するこ

の素材は、産業界における ”縁の下の力持ち ”と

し て、その存在感を 示し てきた。

一般にワッ クスと いえ ば、靴墨やヘアスタ イリ

ン グ剤、車の艶出し な ど を 思い起こ さ せる が、活

躍の場はそれら にと どまら ない。最も 原始的であ

り な がら 、今なお重要性を失わないのがキャンド

ルである 。国内需要は減少傾向にある も のの、グ

ロ ーバル市場は堅調な 伸びを 示し 、パンデミ ッ ク

下でも その需要は衰えを 見せなかっ た。

ワッ クスの用途は、実に多岐にわたる 。自動車

タ イヤの劣化防止、紙· 包装材の耐水性向上、食

品業界における 包装紙やガム製造、建設業界で

の接着剤、医療分野における 軟膏や外科手術用

具、さ ら にはリ ハビリ テーショ ン 器具にまで及ぶ。

その汎用性は、まさ に現代産業の縁の下の力持ち

と 呼ぶにふさ わし い。

「 当社の競争力の源泉は、華氏115度から 240

度まで、5度刻みで融点を 調整できる 高度な 技術

力にある」と 今野社長は胸を 張る 。こ の精緻な 温

度制御技術により 、顧客の細やかなニーズに応え

るこ と が可能と なっ た 。さ ら に、ワッ クス中の油分

含有量を0.1％にまで低減する 技術は、業界の新

たなスタ ン ダード を 確立し たと いえよう 。

し かし 、化石燃料由来のワッ クスが環境に与え

る影響は看過できない。2050年カ ーボンニュ ート

ラル実現を掲げる 日本において、こ れは日本精蝋

にとって重大な 挑戦であると 同時に、新たな 飛躍

の機会でも ある 。同社は生分解性ワッ クスの開発

や、既存製品の油分含有量削減を 通じ て、環境

負荷の軽減に尽力し ていると いう 。今野社長は「

脱炭素社会への移行は不可避であり 、化石燃料

依存から の脱却は急務。し かし 、需要が存在する

限り 、高品質ワッ ク ス の供給責任を 全う し ます」

と 力強く 語る 。

同社の未来を 担う 有望分野の一つが、ラ イス

ワッ クスに代表さ れる 植物性ワッ クスの開発だ 。

こ の技術革新は、製品ポート フォリ オの多様化

と 脱化石燃料を 同時に実現する 戦略的施策と い

える 。「 ライスワッ クスの開発は我々の重点プ ロ ジ

ェ クト であり 、将来的には化石燃料由来ワッ クス

の代替と なり 得ます」と 今野社長は展望を 語る 。

新た な 成長要素と し て 期待さ れる のが、ワッ

ク スエマルジョ ン だ 。ワッ ク スと 水を 融合さ せた

こ の革新的製品は、特に建設業界において 表面

スプ レ ーと し て の需要が急増し て いる 。旺盛な

需要に応える べく 、同社は生産能力の拡充に注

力し ている 。

日本精蝋の事業戦略の要と なっているのが、研

究開発だ。天然ワッ クスと 合成ワッ クスを軸に、製

品革新と 品質向上に邁進している。「 現在、我々の

事業の9割は化石燃料由来ワッ クスが占めていま

すが、非化石燃料への転換と 多様化を進め、顧客

ニーズの変化に即応できる 体制を 構築し ている」

と 今野社長は語る 。

創業100周年を 迎えた 日本精蝋は、環境負荷

の大幅な 低減と 高品質· 革新的ワッ ク ス 製品の

供給の両立を 目指し ている 。「 10年後には、天然

ワッ ク スと 合成ワッ ク ス のポート フォリ オを さ ら

に多様化し 、持続可能かつ安定的な 供給体制を

確立し たい」今野社長の言葉には、次の100年を

見据えた確固たる 決意が感じ ら れた。

日本精蝋は、ワッ クス業界のフ ロ ント ラ ンナー

とし て、イノ ベーショ ンと 持続可能性を両輪に、新

時代の産業の基盤を支える 存在とし て、その存在

感をさ ら に高めていく こ と だろう 。

注： 本インタ ビュ ーは2022年6月2日に実施さ れ

たも のです。当時、今野拓也氏が日本精蝋株式会

社の社長を 務めていまし た が、2024年7月現在、

瀧本丈平氏が社長職に就いています。

日本精蝋： 100年の叡智で紡ぐ、次世代ワックスの革新

「 10年後を見据え、天

然· 合成ワッ クスの両面

でポート フォリ オを拡充

し 、サステナビリティ と 安

定供給を両立さ せたい」
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創業約一世紀を誇る日本精蝋株式会社は、ワックス業界のフロント ランナーとして、多様化と 持続可能性を軸に、環境対応型製品の開発に果

敢に挑戦している。 By Sean McBride


